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Ⅰ
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
と

サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ

地
域
研
究
と
は
、
特
定
の
地
域
を
専
門
的
に
研
究
す
る
な
り
わ
い

で
あ
る
。
そ
の
地
域
と
は
、
国
で
あ
っ
た
り
、
国
の
一
部
で
あ
っ
た

り
、
一
国
の
国
境
を
超
え
た
領
域
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
通
常
自
ら

の
専
門
的
知
識
を
深
め
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ
る
。
し
か

し
、
他
地
域
の
状
況
が
、
自
ら
が
研
究
対
象
と
す
る
地
域
の
姿
に

違
っ
た
角
度
か
ら
光
を
当
て
る
こ
と
が
あ
る
。
私
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・

ア
フ
リ
カ
―
―
と
く
に
ル
ワ
ン
ダ
や
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
な
ど
中
部

ア
フ
リ
カ
を
専
門
と
す
る
者
で
あ
る
が
、
二
〇
一
〇
年
末
か
ら
始

ま
っ
た
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
急
激
な
政
治
変
動
を
そ
う
し
た
関
心

か
ら
興
味
深
く
眺
め
て
き
た
。

そ
の
過
程
で
し
ば
し
ば
、「
こ
う
し
た
動
き
は
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・

ア
フ
リ
カ
に
波
及
す
る
の
か
」
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

権
威
主
義
的
な
政
治
体
制
が
多
い
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
に
、
隣

接
す
る
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
民
主
化
要
求
運
動
が
波
及
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
の
は
、
当
然
生
じ
る
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
私
は
、
直
感
的
に
「
波
及
し
な
い
」
と
答
え
て
き
た
。
サ
ブ
サ
ハ

ラ
・
ア
フ
リ
カ
を
見
て
き
た
者
に
と
っ
て
、
民
衆
が
民
主
化
を
要
求

し
、
国
家
が
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
様
に
は
既
視
感
が
あ
る
。
冷

戦
終
結
直
後
の
一
九
九
〇
年
代
初
頭
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
で

は
民
主
化
要
求
運
動
が
盛
り
上
が
り
、
民
主
的
な
政
治
制
度
の
導
入

が
急
速
に
進
ん
だ
。
そ
れ
が
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
で
あ
る
。
一
方
、

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
で
は
、
冷
戦
終
結
以
降
今
回
の
動
き
が
始
ま
る

ま
で
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
激
烈
な
政
治
変
動
は
生
じ
て
こ
な

特
集
︱

１ 
中
東
か
ら
変
わ
る
世
界

南
か
ら
見
た「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」

―
―
民
主
化
運
動
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
に
波
及
す
る
か
？

武
内
進
一 
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へ
の
動
き
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
独
立
し
た
国
家
の
多
く
は
、

当
初
多
党
制
を
採
用
し
た
。
こ
れ
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
の

国
々
が
、
独
立
に
際
し
て
旧
宗
主
国
の
政
治
体
制
を
模
し
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
多
党
制
の
国
の
数
は
一
九
六
〇
年
代
半
ば
以
降
減

少
し
は
じ
め
、
代
わ
っ
て
「
軍
政
な
ど
」
や
「
一
党
制
」
に
分
類
さ

れ
る
国
の
数
が
増
加
す
る
。
と
く
に
後
者
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降

サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
最
も
一
般
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
と

な
り
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
約
三
分
の
二
が
一
党
制
を
掲
げ
る

よ
う
に
な
っ
た＊

２

。

と
こ
ろ
が
、
一
党
制
を
掲
げ
る
国
の
数
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭

の
わ
ず
か
数
年
間
に
急
速
に
減
少
し
、
消
滅
し
て
し
ま
う
。
こ
の
時

期
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
、
一
党
制
か
ら
多
党
制
へ
の

急
速
な
転
換
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
急
速
な
政
治
変
化
は
、

国
内
に
お
け
る
民
主
化
要
求
運
動
の
盛
り
上
が
り
を
直
接
的
な
契
機

と
し
て
い
た
が
、
明
ら
か
に
国
際
政
治
上
の
要
因
に
基
づ
く
も
の

だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
に
象
徴

さ
れ
る
冷
戦
の
終
焉
と
東
西
対
立
の
解
消
、
そ
れ
に
伴
う
援
助
政
策

の
転
換
で
あ
る
。

冷
戦
期
に
お
い
て
は
、
東
西
両
陣
営
と
も
、
戦
略
援
助
の
名
の
下

に
、
新
興
独
立
国
を
自
陣
営
に
囲
い
込
む
こ
と
を
政
策
上
の
優
先
課

題
と
し
た
。
自
陣
営
の
国
に
対
し
て
は
、
国
内
政
治
の
あ
り
方
に
基

本
的
に
口
出
し
せ
ず
、
現
行
政
権
を
支
え
た＊

３

。
し
か
し
、
冷
戦
が
終

結
し
東
側
陣
営
が
消
滅
す
る
と
、
腐
敗
し
た
政
権
に
多
額
の
援
助
を

注
ぎ
込
む
こ
と
に
国
内
納
税
者
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。
西
側
先
進

国
は
、
こ
ぞ
っ
て
援
助
政
策
を
転
換
し
、「
民
主
化
し
な
い
国
に
は

援
助
し
な
い
」
方
針
を
掲
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
政
策
転
換
の
影
響
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ

リ
カ
諸
国
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
お
し
な
べ
て
経
済
危
機
に
喘
い

で
お
り
、
援
助
が
止
ま
れ
ば
国
家
財
政
の
破
綻
を
余
儀
な
く
さ
れ

る＊
４

。
西
側
先
進
国
の
要
求
に
従
う
ほ
か
、
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。

国数

40

30

20

10

0
1955 1960 65 1970 75 1980 85 1990 95 2000

植民地 一党制 軍政など 多党制

図1　サブサハラ・アフリカ諸国の政治変化
（1955～2003年）

（出所）武内 2009：54。

か
っ
た
。

二
〇
一
一
年
九
月
末
の
執
筆
段
階
に
お
い
て
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア

フ
リ
カ
に
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
が
波
及
す
る
動
き
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
の
意
味
で
私
の
直
感
は
外
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
中
東
・
北

ア
フ
リ
カ
で
進
行
中
の
民
主
化
運
動
を
単
に
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ

カ
諸
国
の
運
動
が
遅
れ
て
や
っ
て
き
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
も
で
き

な
い
だ
ろ
う
。
波
及
の
可
能
性
は
、
二
つ
の
地
域
で
起
こ
っ
た
民
主

化
要
求
運
動
の
性
格
の
違
い
を
踏
ま
え
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
二
つ
の
地

域
の
政
治
変
動
を
比
較
す
る
。
政
治
面
、
社
会
経
済
面
の
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
と
性
格
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
目
指

す
。
専
門
外
の
地
域
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
無
謀
な
試
み
で
あ

り
、
議
論
に
不
十
分
な
点
が
多
々
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
地

域
間
対
話
の
試
み
と
し
て
、
と
り
わ
け
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
研
究
者

の
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

Ⅱ
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
の
民
主
化
要
求

運
動
―
―
一
九
九
〇
年
代
初
頭＊

１

ま
ず
、
二
〇
年
前
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
で
何
が
起
こ
っ
た

の
か
を
見
て
お
こ
う
。
図
１
は
、
二
〇
〇
三
年
段
階
の
サ
ブ
サ
ハ

ラ
・
ア
フ
リ
カ
の
独
立
国
（
四
八
ヵ
国
）
に
つ
い
て
、
そ
の
政
治
変

化
を
一
九
五
五
～
二
〇
〇
三
年
の
期
間
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
政
治
の
あ
り
方
を
便
宜
上
四
つ
（
植
民
地
、
一
党
制
、
軍

政
な
ど
、
多
党
制
）
に
分
け
て
い
る
。「
植
民
地
」
と
は
、
外
国
の

政
治
的
支
配
下
に
あ
り
、
主
権
を
有
し
て
い
な
い
状
態
を
指
す
。

「
一
党
制
」
と
は
唯
一
の
政
党
し
か
存
在
し
な
い
政
治
制
度
で
、
憲

法
に
そ
の
旨
明
記
さ
れ
る
場
合
と
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
フ
ォ
ー

マ
ル
で
あ
れ
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
あ
れ
、
政
党
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
権
威
主
義
的
政
治
体
制
と
考
え
て
よ
い
。

「
軍
政
な
ど
」
に
は
、
政
党
活
動
が
否
定
さ
れ
る
軍
政
を
典
型
と
し

て
、
や
は
り
権
威
主
義
体
制
が
含
ま
れ
る
。「
多
党
制
」
は
、
複
数

の
政
党
に
よ
る
競
争
的
選
挙
が
制
度
的
に
認
め
ら
れ
た
状
態
で
、
民

主
主
義
体
制
の
形
式
を
備
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
民
主
主
義
の
形
式
が
そ
の
実
質
を
保
証
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

図
１
か
ら
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
二
〇
世
紀
後
半
に

二
つ
の
大
き
な
政
治
変
化
を
経
験
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
に
、

脱
植
民
地
化
で
あ
る
。
植
民
地
体
制
下
に
あ
る
国
々
は
、
一
九
六
〇

年
の
「
ア
フ
リ
カ
の
年
」
以
降
、
急
速
に
減
少
し
、
一
九
九
三
年
の

エ
リ
ト
リ
ア
独
立
を
も
っ
て
消
滅
し
た
。
二
〇
世
紀
後
半
、
サ
ブ
サ

ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
で
は
新
た
に
続
々
と
主
権
国
家
が
誕
生
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
波
は
今
日
ま
で
続
い
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
は

南
部
ス
ー
ダ
ン
が
四
九
番
目
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
国
家
に
加

わ
っ
た
。

第
二
に
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
起
こ
っ
た
一
党
制
か
ら
多
党
制
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こ
う
し
た
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
冷
戦
後
の
政
治
変
化

を
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
冷
戦
直
前
の
一
九
八

八
年
末
と
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
民
主
化
要
求
運
動
が
本
格
化
す
る

直
前
の
二
〇
一
〇
年
末
を
比
較
し
、
一
九
八
八
年
末
の
段
階
で
独
立

し
て
い
た
四
六
ヵ
国
を
三
つ
の
基
準
で
分
類
し
て
い
る
。
第
一
に
、

こ
の
二
二
年
間
、
同
じ
国
家
元
首
が
継
続
し
て
統
治
し
た
国
で
あ

る
。
第
二
に
、
こ
の
間
、
国
家
元
首
が
父
親
か
ら
息
子
に
継
承
さ
れ

た
国
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
冷
戦
終
結
の
前
後
で

権
力
構
造
に
実
質
的
な
変
化
が
な
か
っ
た
と
見
な
し
て
よ
い
。
そ
の

他
三
七
ヵ
国
が
第
三
の
グ
ル
ー
プ
で
、
何
ら
か
の
形
で
冷
戦
後
に
政

権
交
代
が
生
じ
た
国
々
で
あ
る
。
政
権
交
代
は
民
主
的
手
段
で
な
さ

れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ル
ワ
ン
ダ
や
ス
ー
ダ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
と
い
っ

た
国
々
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
る
よ
う
に
、
内
戦
や

ク
ー
デ
タ
の
結
果
と
し
て
政
権
が
変
わ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
表
が
示
す
の
は
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
で
は
冷
戦
終
結

以
降
、
何
ら
か
の
形
で
政
治
権
力
構
造
が
変
化
し
た
国
が
多
い
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
冷
戦
終
結
を
契
機
と
す
る
援
助
政
策
の
変
化
が
サ

ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
急
激
な
多
党
制
化
を
促
し
た
。
そ
れ

に
伴
う
政
治
の
不
安
定
化
か
ら
武
力
紛
争
が
勃
発
し
た
国
も
あ
れ

ば
、
う
ま
く
民
主
主
義
の
実
質
的
深
化
に
繋
が
っ
た
国
も
あ
っ
た
。

政
治
変
動
の
形
式
は
多
様
だ
が
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
で
は
多

く
の
国
が
冷
戦
終
結
後
に
権
力
構
造
の
転
換
を
経
験
し
た
の
で
あ

る
。

同じ国家元首が継続して統治（7）
アンゴラ、ブルキナファソ、カメルーン、赤道ギニア、スワジランド、
ジンバブウェ、ウガンダ

国家元首を息子が世襲（2） ガボン、トーゴ

政権交代あり（37）

ベナン、ボツワナ、ブルンディ、カーボヴェルデ、中央アフリカ、チャ
ド、コモロ、コンゴ民主共和国、コンゴ共和国、コートディヴォワール、
ジブチ、エチオピア、ガンビア、ガーナ、ギニア、ギニアビサウ、ケニア、
レソト、リベリア、マダガスカル、マラウィ、マリ、モーリタニア、モー
リシャス、モザンビーク、ニジェール、ナイジェリア、ルワンダ、サ
ントメ・プリンシペ、セネガル、セイシェル、シエラレオネ、ソマリア、
南アフリカ、スーダン、タンザニア、ザンビア

（出所）EIU など参考に筆者作成。

表１　サブサハラ・アフリカ諸国の政治変化（1988年末と2010年末） こ
こ
で
「
民
主
化
」
と
は
、
具
体
的
に
い
え
ば
一
党
制
を
廃
棄
し
多

党
制
へ
移
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸

国
の
政
治
指
導
者
た
ち
は
、
資
金
調
達
を
確
保
し
、
自
ら
の
延
命
を

図
る
た
め
に
、「
民
主
化
」
す
な
わ
ち
多
党
制
の
導
入
を
決
断
し
た

の
で
あ
る
。
国
内
の
民
主
化
運
動
を
過
小
評
価
す
べ
き
で
は
な
い

が
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
急

速
な
多
党
制
導
入
は
、「
上
か
ら
の
制
度
改
革
」
と
い
う
性
格
が
強

い
。Ⅲ

冷
戦
後
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

移
行

こ
う
し
た
急
速
な
制
度
改
革
は
、
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
も
た
ら
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ

諸
国
の
政
治
変
動
は
、
お
お
む
ね
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
類
型
化
で
き

る
。
第
一
に
、
激
し
い
武
力
紛
争
に
陥
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
急
速

な
多
党
制
化
は
、
従
来
の
集
権
的
な
統
治
シ
ス
テ
ム
を
弱
め
、
政
治

秩
序
を
不
安
定
化
さ
せ
る
。
政
治
指
導
者
間
の
権
力
闘
争
を
処
理
す

る
た
め
の
制
度
も
整
っ
て
い
な
い
か
ら
、
暴
力
に
依
存
す
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
条
件
の
下
で
、
こ
の
時
期
の
サ
ブ
サ
ハ

ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
深
刻
な
武
力
紛
争
が
頻
発
し
た
。
ソ
マ

リ
ア
、
リ
ベ
リ
ア
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
デ
ィ
、

コ
ン
ゴ
共
和
国
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
な
ど
、
一
九
九
〇
年
代
に
起

こ
っ
た
武
力
紛
争
の
事
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

武
力
紛
争
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
国
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
、
二
つ
の

タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。
冷
戦
期
の
政
治
指
導
者
が
権
力
構
造
を
変
え

ず
に
政
権
を
保
持
し
た
国
々
と
、
平
和
裡
に
政
権
交
代
が
達
成
さ
れ

実
質
的
な
民
主
化
が
進
展
し
た
国
々
で
あ
る
。
ガ
ボ
ン
、
カ
メ
ル
ー

ン
、
ト
ー
ゴ
と
い
っ
た
国
々
で
は
、
冷
戦
期
に
一
党
制
を
利
用
し
て

権
力
基
盤
を
固
め
た
大
統
領
が
、
多
党
制
導
入
後
も
政
権
維
持
に
成

功
し
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
多
党
制
導
入
の
前
後
で
政
治
権
力

の
性
格
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
公
的
に
は
多
党
制
民
主
主
義

の
諸
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
反
体
制
勢
力
や
野
党
の
活

動
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
で
制
限
さ
れ
、
実
態
と
し
て
は
民
主
主

義
に
は
ほ
ど
遠
い
。
こ
こ
で
は
、
従
来
の
政
治
指
導
者
が
、
多
党
制

導
入
後
の
政
治
権
力
闘
争
に
勝
利
し
、
紛
争
を
抑
圧
し
た
と
い
え
よ

う
。一

方
、
ガ
ー
ナ
や
ベ
ナ
ン
な
ど
、
数
は
少
な
い
が
、
冷
戦
後
の
政

治
過
程
に
お
い
て
実
質
的
な
民
主
主
義
の
深
化
が
観
察
さ
れ
た
国
も

存
在
す
る
。
冷
戦
末
期
、
ガ
ー
ナ
は
軍
事
政
権
下
に
あ
り
、
ベ
ナ
ン

は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
掲
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ

も
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
多
党
制
を
導
入
し
た
後
は
、
定
期
的
に
選

挙
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
権
交
代
も
起
き
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
国
々
で
は
、
民
主
的
制
度
導
入
が
実
質
的
な
意
味
を
持
ち
、
武

力
紛
争
の
予
防
に
も
貢
献
し
た
と
評
価
で
き
る
。
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挙
で
選
出
さ
れ
る
議
会
を
有
す
る
立
憲
君
主
制
の
国
々
か
ら
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
よ
う
に
議
会
の
な
い
絶
対
王
政
の
国
ま
で
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
総
じ
て
王
権
は
強
く
、
議
会
や
政
党
の
活
動
に
フ
ォ
ー
マ
ル

な
形
で
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
る＊

６

。

人
間
文
化
研
究
機
構
「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
手
に
よ
る
「
中
東
の
民
主
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
詳
細
に
明
ら
か

に
す
る
よ
う
に
、
第
一
、
第
二
グ
ル
ー
プ
の
一
三
ヵ
国
も
、
冷
戦
終

結
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
基
本
的
に
「
上
か
ら
の
制
度
改
革
」
で
あ
り
、
政
治
権
力

を
保
持
す
る
グ
ル
ー
プ
が
変
わ
る
事
態
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
政
治
活
動
へ
の

フ
ォ
ー
マ
ル
な
制
限
条
項
が
冷
戦
終
結
後
に
ほ
と
ん
ど
撤
廃
さ
れ
た

の
に
対
し
て
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
今
日
に
い
た
る
ま
で

そ
れ
が
残
存
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
政
治
変
化
に
対
す
る
冷
戦
終
結
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
総
じ

て
希
薄
な
こ
と
で
あ
る
。
権
力
構
造
の
変
化
が
な
か
っ
た
国
々
は
も

と
よ
り
、
こ
の
間
政
権
交
代
を
経
験
し
た
国
々
に
つ
い
て
も
、
そ
の

要
因
と
し
て
、
冷
戦
終
結
の
影
響
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
。
冷
戦

終
結
を
契
機
と
し
て
一
党
制
か
ら
多
党
制
に
移
行
し
た
と
い
え
る
の

は
、
第
三
グ
ル
ー
プ
で
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
理
由

も
援
助
獲
得
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
従
来
の
国
是
で
あ
る
社
会
主
義

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
破
綻
に
伴
う
措
置
で
あ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
や
チ
ュ

ニ
ジ
ア
で
は
冷
戦
終
結
以
前
か
ら
多
党
制
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
国

際
政
治
上
の
動
き
と
は
基
本
的
に
関
わ
り
な
く
、
政
治
指
導
者
が

「
上
か
ら
の
制
度
改
革
」
を
行
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
そ
の
他
の

国
々
を
見
て
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
ト
ル
コ
は
民
主
主
義
の
長
い
伝
統

を
持
つ
し
、
イ
ラ
ン
革
命
が
起
こ
っ
た
の
は
一
九
七
九
年
で
あ
る
。

サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
比
べ
て
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸

国
の
政
治
は
冷
戦
終
結
か
ら
直
接
的
な
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い

な
い
。

こ
の
理
由
と
し
て
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
対
比

で
、
さ
し
あ
た
り
次
の
二
点
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
所
得
水
準

と
国
家
財
政
に
お
け
る
開
発
援
助
の
位
置
に
違
い
が
あ
る
。
豊
富
な

石
油
収
入
の
た
め
に
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
比
べ
、
総
じ
て
所
得
水
準
が
高
く
、
開
発
援
助
に

対
す
る
依
存
度
も
低
い
。
先
進
国
の
開
発
援
助
政
策
が
変
更
さ
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
政
治
制
度
を
変
え
る
必
要
は
な

か
っ
た
。
第
二
に
、
国
際
政
治
の
力
学
の
差
異
で
あ
る
。
産
油
国
と

し
て
の
、
あ
る
い
は
対
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
上
の
重
要
性
を
持
つ
中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
先
進

国
は
基
本
的
に
政
治
体
制
の
現
状
維
持
を
求
め
た
。
東
西
陣
営
の
対

立
解
消
が
戦
略
的
重
要
性
の
減
衰
に
つ
な
が
っ
た
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア

フ
リ
カ
諸
国
に
比
べ
れ
ば
、
先
進
国
側
は
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の

国
々
に
対
し
て
複
雑
な
利
害
を
有
し
て
お
り
、
急
激
な
政
治
変
化
を

望
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

Ⅳ
冷
戦
後
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

政
治
変
化

一
方
の
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
ど
う
か
。
東
は
イ
ラ
ン
か
ら

西
は
モ
ロ
ッ
コ
ま
で
、
一
般
に
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
に
分
類
さ

れ
る
二
〇
ヵ
国
に
つ
い
て＊

５

、
表
１
と
同
様
の
基
準
で
分
類
し
た
も
の

が
表
２
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
前
出
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ

と
は
か
な
り
異
な
っ
た
様
相
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
で
は
、
三
点
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
冷
戦
終
結
を
挟
ん
で
、
政
治
権
力
構
造
が
変
化
し
な

か
っ
た
国
が
多
い
。
一
九
八
八
年
末
か
ら
二
〇
一
〇
年
末
ま
で
の
二

二
年
間
、
ま
っ
た
く
政
治
指
導
者
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
国
が
四
つ
あ

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
二
〇
一
〇
年
末
以
降
、
激
し
い
民
主
化
運

動
に
直
面
し
た
、
共
和
制
の
国
々
で
あ
る
。
こ
の
四
ヵ
国
と
国
家
元

首
を
息
子
が
継
承
し
た
第
二
グ
ル
ー
プ
を
合
わ
せ
る
と
、
二
〇
ヵ
国

の
う
ち
一
三
ヵ
国
に
達
す
る
。
こ
の
地
域
の
国
々
の
う
ち
少
な
く
と

も
三
分
の
二
は
、
冷
戦
終
結
を
挟
ん
で
政
治
権
力
の
構
造
が
変
化
し

て
い
な
い
。

第
二
に
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
王
制
の
国
々
が
目
立
つ
。
と
く
に

第
二
グ
ル
ー
プ
は
、
シ
リ
ア
を
除
い
て
い
ず
れ
も
王
制
の
国
々
で
あ

る
。
王
制
と
い
っ
て
も
、
モ
ロ
ッ
コ
や
ヨ
ル
ダ
ン
の
よ
う
に
普
通
選

同じ国家元首が継続して統治（4） エジプト、リビア、チュニジア、イエメン *

国家元首を息子が世襲（9）
バハレーン、ヨルダン、クウェート、モロッコ、オマーン、カタール、
サウジアラビア、シリア、アラブ首長国連邦

政権交代あり（7）
アルジェリア、イラン、イラク、イスラエル、レバノン、パレスチナ、
トルコ

（出所）EIU など参考に筆者作成。
（注）* イエメンのサレハ大統領は、南イエメンとの統合（1990年）以前、1978年から北イエメンの大統領を務めていた。 

表２　中東・北アフリカ諸国の政治変化（1988年末と2010年末）
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識
字
率
の
高
さ
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
に
匹
敵
す
る
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
で
は
都
市
が
発
展
し
て
お
り
、
読
み
書
き

に
習
熟
し
た
知
識
層
も
多
い
。
街
頭
運
動
の
中
核
と
な
る
都
市
中
間

層
が
数
多
く
存
在
し
、
彼
ら
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
利

用
率
の
高
さ
を
支
え
て
い
る
。
運
動
の
急
激
な
伝
播
は
、
こ
う
し
た

社
会
構
造
の
下
で
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅵ
紛
争
と
暴
力
の
性
格

二
つ
の
地
域
に
お
け
る
民
主
化
要
求
運
動
の
性
格
の
違
い
は
、
そ

こ
で
生
じ
た
紛
争
と
暴
力
の
違
い
を
説
明
す
る
。
一
九
九
〇
年
代
の

サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
の
場
合
、
民
衆
の
民
主
化
要
求
運
動
は
活

発
に
行
わ
れ
た
も
の
の
、
総
じ
て
い
え
ば
、
援
助
を
こ
れ
ま
で
ど
お

り
獲
得
す
る
た
め
の
制
度
改
革
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
。
民
主
化

要
求
運
動
に
対
し
て
、
政
権
側
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
抵
抗
せ
ず
、
多
党

制
を
導
入
し
た
。
マ
リ
や
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
な
ど
、
運
動
の
弾
圧
に

よ
っ
て
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
例
が
あ
る
と
は
い
え
、
サ
ブ
サ
ハ

ラ
・
ア
フ
リ
カ
全
体
と
し
て
見
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
激
し
い

暴
力
は
む
し
ろ
、
多
党
制
を
導
入
し
た
後
に
勃
発
し
た
武
力
紛
争
の

な
か
で
行
使
さ
れ
た
。
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
で
は
、
急
速
な
民

主
的
制
度
導
入
が
国
内
政
治
を
不
安
定
化
さ
せ
、
国
家
が
破
綻
す
る

な
か
で
内
戦
へ
と
陥
っ
た
と
い
え
る
。

一
方
、
二
〇
一
一
年
の
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
は
、
民
主
化
要
求
運

動
に
対
す
る
弾
圧
に
よ
っ
て
、
多
く
の
犠
牲
を
生
ん
で
い
る
。
カ
ダ

フ
ィ
政
権
に
よ
る
弾
圧
は
、
あ
ま
り
の
苛
烈
さ
の
た
め
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

の
軍
事
介
入
を
生
み
、
国
際
紛
争
と
化
し
た
。
シ
リ
ア
に
お
い
て

も
、
政
府
側
の
暴
力
に
よ
る
民
主
化
勢
力
側
の
犠
牲
が
連
日
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
大
統
領
の
退
陣
と
い
う
形
で
運
動
が
一
応
の

成
果
を
上
げ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
で
も
、
弾
圧
に
よ
る
犠
牲

者
が
少
な
か
ら
ぬ
規
模
で
出
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
末
の
チ
ュ
ニ
ジ

ア
に
始
ま
る
大
衆
運
動
で
は
、
特
に
共
和
制
を
と
る
国
々
に
お
い

て
、
運
動
の
要
求
が
「
大
統
領
退
陣
」
に
絞
ら
れ
た
（
酒
井 

二
〇

一
一
）。
人
々
は
、
小
手
先
の
制
度
改
革
に
よ
る
政
権
の
延
命
を
拒

否
し
、
大
統
領
の
退
場
に
よ
る
権
力
構
造
の
転
換
を
求
め
た
の
で
あ

る
。
政
権
側
は
制
度
改
革
に
よ
る
事
態
収
拾
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
、
退

陣
す
る
か
、
弾
圧
を
続
け
る
か
の
選
択
肢
し
か
持
て
な
く
な
っ
た
。

多
額
の
石
油
収
入
を
配
分
し
、
治
安
組
織
に
よ
る
住
民
監
視
網
を

利
用
す
る
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
諸
国
家
は
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ

リ
カ
諸
国
に
比
べ
て
住
民
を
統
治
す
る
能
力
が
高
い＊

７

。
冷
戦
終
結
が

こ
の
地
域
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
な
か
っ
た
の
も
、
そ
れ
が
重
要
な

理
由
で
あ
っ
た
。
弾
圧
が
多
数
の
犠
牲
者
を
生
む
現
状
は
、
中
東
・

北
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
大
衆
が
掲
げ
る
「
大
統
領
退
陣
」
要
求
を

拒
否
し
、
粉
砕
す
る
力
を
持
つ
国
家
が
な
お
少
な
く
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

Ⅴ
社
会
経
済
的
差
異

二
つ
の
地
域
に
お
け
る
民
主
化
運
動
の
性
格
に
つ
い
て
、
社
会
経

済
的
な
側
面
か
ら
比
較
し
て
み
よ
う
。「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」
以
降
の

民
主
化
要
求
運
動
の
急
速
な
広
が
り
に
関
連
し
て
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
重
要
性
が
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
点
は
一
定
の
評
価
に
値
す
る
と
し
て
も
、

急
激
な
運
動
伝
播
の
よ
り
基
本
的
な
要
因
と
し
て
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」

と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
運
動
が
急
速
に
伝
播
し
た
国
々

が
ア
ラ
ビ
ア
語
と
ア
ラ
ブ
文
化
を
共
有
す
る
と
い
う
単
純
な
事
実
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
い
う
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う

な
社
会
的
・
文
化
的
性
格
を
持
つ
国
で
「
革
命
」
が
成
功
し
た
こ
と

は
、
ア
ラ
ブ
全
域
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。

表
３
に
示
す
と
お
り
、
い
く
つ
か
の
社
会
経
済
指
標
で
比
較
す
る

と
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
と
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
と
の
間
の
差

異
が
浮
か
び
上
が
る
。
た
と
え
ば
、
一
人
当
た
り
所
得
は
二
つ
の
地

域
で
大
き
な
差
が
あ
る
。
平
均
値
で
七
倍
以
上
の
差
が
あ
る
が
、
メ

デ
ィ
ア
ン
（
中
央
値
）
で
は
一
三
倍
に
達
す
る
。
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア

フ
リ
カ
で
は
、
石
油
収
入
な
ど
で
豊
か
な
一
部
の
国
を
除
い
て
、
一

人
当
た
り
国
民
所
得
数
百
ド
ル
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
る
こ
と
が
多
い
。

注
目
す
べ
き
は
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
農
村
人
口
比
率
の
低
さ
や

サブサハラ・アフリカ
（48 ヵ国）

中東・北アフリカ
（20 ヵ国）

OECD 加盟国
（31 ヵ国）

一人当たり GDP
（2008 年。単位＝ US ドル、2000 年実
質平均値）

1,184 8,976 24,231

同上
（2008 年。単位＝ US ドル、2000 年実
質メディアン値）

380 5,074 25,248

農村人口比率（％）＊ 59.9％ 26.5％ 24.7％

識字率（％）＊＊ 65.7％ 83.3％ 98.4％

100 人当たりインターネット使用
者数＊ 6.5 32.4 78.1

100人当たり携帯電話登録数＊ 42.0 101.1 120.2

（出所）いずれも World Development Indicators による。
（注）*2009年。**2006～2009年で、最新年の数値の平均値。

表３　社会経済指標の比較
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国
々
も
、
い
ず
れ
も
一
党
制
を
選
択
し
た
。
ソ
連
を
モ
デ
ル
と
す
る
民

主
集
中
制
の
シ
ス
テ
ム
は
国
内
に
政
治
不
安
を
抱
え
る
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・

ア
フ
リ
カ
の
新
興
独
立
国
に
広
く
導
入
さ
れ
、
政
治
指
導
者
の
権
力
強

化
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

＊ 

３ 

た
と
え
ば
、
ザ
イ
ー
ル
の
モ
ブ
ツ
政
権
は
、
苛
烈
な
人
権
抑
圧
と

常
軌
を
逸
し
た
汚
職
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
ア
ン
ゴ
ラ
や
コ
ン
ゴ
人
民

共
和
国
（
現
コ
ン
ゴ
共
和
国
）
な
ど
の
共
産
主
義
国
と
国
境
を
接
し
、

中
部
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
「
共
産
主
義
へ
の
砦
」
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ

を
は
じ
め
と
す
る
西
側
諸
国
か
ら
多
額
の
支
援
を
得
た
。

＊ 

４ 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
発
火
点
と
す
る
累
積
債
務
危
機
を
受
け
て
民

間
資
本
が
流
出
し
、
政
府
開
発
援
助
は
資
金
調
達
の
主
要
な
拠
り
所
と

な
っ
て
い
た
。

＊ 

５ 

松
本
（
二
〇
〇
五
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
東
地
域
の
範
囲
を

設
定
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
つ
き
ま
と
う
。
こ
こ
で
は
一
般
的
な
理
解

に
従
い
、
二
〇
ヵ
国
を
選
択
し
た
。

＊ 

６ 

こ
れ
に
対
し
て
、
四
八
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
う

ち
、
王
国
は
わ
ず
か
二
つ
（
レ
ソ
ト
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
）
し
か
な
い
。 

＊ 

７ 

中
東
地
域
の
国
家
に
関
す
る
議
論
と
し
て
、
た
と
え
ば
長
沢
（
一

九
九
八
）、A

yubi

（1995

）
を
参
照
。

＊ 

８ 

こ
こ
で
は
、
従
来
か
ら
紛
争
が
顕
在
化
し
て
い
た
ソ
マ
リ
ア
、

ス
ー
ダ
ン
、
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
と
い
っ
た
国
を
除
き
、
最
近
に

な
っ
て
民
主
化
要
求
運
動
や
そ
れ
を
契
機
と
す
る
紛
争
が
報
じ
ら
れ
た

国
々
を
あ
げ
て
い
る
。

＊ 

９ 

ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
は
、
国
会
議
員
が
普
通
選
挙
で
は
な
く
国
王
任
命

で
選
出
さ
れ
る
、
今
日
の
ア
フ
リ
カ
で
は
珍
し
い
国
で
あ
る
が
、
二
〇

一
一
年
四
月
、
普
通
選
挙
の
実
施
を
求
め
た
デ
モ
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か

し
、
国
王
は
こ
の
デ
モ
を
徹
底
的
に
弾
圧
し
た
（
“Au Sw

aziland, le 
roi M

sw
ati III réprim

e les m
anifestants pro-dém

ocratie,

” Le 
M

onde

二
〇
一
一
年
四
月
一
三
日
付
）。
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Ⅶ
お
わ
り
に

―
―
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
へ
の
影
響

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
と
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
と
は
、
社
会
構

造
が
異
な
る
し
、
冷
戦
終
結
を
挟
ん
で
の
政
治
的
経
験
も
違
う
。
前

者
は
都
市
型
の
社
会
で
あ
り
、
街
頭
運
動
の
担
い
手
と
な
る
都
市
中

間
層
が
多
数
存
在
す
る
。
後
者
は
な
お
相
対
的
に
貧
し
く
、
農
村
居

住
人
口
が
多
い
。
冷
戦
終
結
は
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
に
大
き
な
政
治

的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
な
か
っ
た
が
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
に

は
甚
大
な
影
響
を
与
え
、
結
果
と
し
て
こ
の
地
域
の
多
く
の
国
々
が

民
主
化
や
武
力
紛
争
と
い
う
形
で
激
烈
な
政
治
変
動
を
経
験
し
た
。

近
い
過
去
に
政
治
の
激
動
を
経
験
し
た
人
々
は
、
街
頭
運
動
へ
の
参

加
に
慎
重
に
な
る
。
現
在
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
席
巻
す
る
民

主
化
の
動
き
が
、
簡
単
に
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
広
が
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
以
上
の
分
析
か
ら
推
論
す
れ
ば
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ

リ
カ
に
お
い
て
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
動
き
か
ら
影
響
を
受

け
や
す
い
の
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
政
治
権
力
構
造
が
変
化
せ

ず
、
都
市
中
間
層
が
比
較
的
発
達
し
た
国
々
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
推
論
は
最
近
の
現
実
と
基
本
的
に
合
致
す
る
。
二
〇
一
一
年
に

入
っ
て
か
ら
、
新
た
に
民
主
化
要
求
運
動
や
騒
乱
の
発
生
が
伝
え
ら

れ
た
の
は
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ブ
ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ
と
い
っ
た
国
々
で
あ
る＊

８

。
す
な
わ
ち
、
最
近
に
な
っ
て
都
市

で
民
主
化
要
求
を
掲
げ
る
運
動
や
騒
乱
が
起
こ
っ
た
の
は
、
い
ず
れ

も
表
１
の
第
一
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
冷
戦
終
結
以
降
に
権
力
構
造

の
転
換
を
経
験
し
て
い
な
い
国
々
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
い
ず
れ
も
早
い
段
階
で

当
局
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
て
い
る＊

９

。
武
力
を
用
い
ず
、
街
頭
の
大
衆

運
動
に
よ
っ
て
政
権
が
倒
れ
た
事
例
は
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ

で
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
い
。
都
市
人
口
の
拡
大
や
、
石
油
収
入

を
梃
子
に
し
た
経
済
成
長
は
、
近
年
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
で

広
く
観
察
さ
れ
る
現
象
だ
が
、
こ
の
地
域
で
も
都
市
住
民
が
大
衆
運

動
を
通
じ
て
政
治
を
変
え
る
日
が
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

答
え
を
探
る
た
め
に
は
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
固
有
の
社
会
的

特
質
に
関
す
る
研
究
と
と
も
に
、
他
地
域
と
の
比
較
が
重
要
と
な
ろ

う
。◉

注
＊ 

１ 

Ⅱ
、
Ⅲ
節
の
議
論
の
詳
細
は
、
武
内
（
二
〇
〇
九
）
参
照
の
こ
と
。

＊ 

２ 

こ
の
時
期
の
特
徴
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
相
違
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
党
制
が
多
く
の
国
で
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
エ
チ
オ
ピ
ア
や
ベ

ナ
ン
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
掲
げ
る
国
々
も
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
の
よ
う
に
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
を
標
榜
す
る
国
々
も
、
ま
た

コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
や
ザ
イ
ー
ル
（
現
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
）
の

よ
う
に
西
側
の
資
本
主
義
諸
国
と
友
好
的
な
外
交
関
係
を
維
持
し
た


